
[bookmark: _Hlk144931831]【教員用】学習指導案 
進路学習「自分の強みは何だろう？」

[bookmark: _Hlk144457827]■ 目標
・自分の進路を探究するうえでは、自己理解と社会理解を深めることが大切だとわかる
・自己理解のスタートとして、自分のことを肯定的にとらえることができる

■ 所要時間　　約50分

■ 事前準備
ファイル「進路学習_自分の強みは何だろう？」
※対象授業の「今日の学習のワークシート」からダウンロードできます。必要に応じて、授業の前に先生から生徒に配付しておいてください

■ 学習過程
	流れ
	分
	学習内容・学習活動
	予想される生徒の反応
	教師の支援

	導
入
	5
	【全体】今日の授業内容について動画を見る
	
	

	展
開
	7
	STEP 1
【個人】目標を見つけた先輩が、「自己理解」と「社会理解」からどのように考えを進めていったのか知る(見てみよう)
【個人】自己理解と社会理解に関する現在の自分の考えを記入する(ワーク1)
【ペア】ワーク1で記入した内容を共有する
	




・枠がなかなか埋められず困る

	
・将来自分がやりたいことをやるだけではなく、社会でどう役立つかも同時に考える必要があると説明する
・これからの進路学習や学校生活を通じてこの枠が十分に埋まっていくので、現状であまり埋まらない箇所があっても問題ないことを伝える

	
	18
	STEP 2
【個人】自分の「強み」と「弱み」を書き出す(ワーク2)
【個人】コラム「強みと弱みの不思議な関係」を読む(読んでみよう)
【個人】リフレーミングに関する問題を解く(ワーク3)
【全体】お互いのワーク3の解答を確認しあう
【個人】ワーク2で挙げた自分の弱みを、強みに言い換える(ワーク4)
【ペア】ワーク2とワーク4の内容を共有し、必要に応じて追加記入する
	
・自分の「強み」がなかなか書けない







・「弱み」を「強み」にするワードがなかなか思いつかない

・ほかの人から自分の強みを指摘してもらい、うれしい気持ちになる
	
・強みは大きなアピールポイントである必要はないので、「少しでも『強みかな？』と思ったら遠慮せずに書いてみよう」と声をかける。自分の強みを知ることが進路の可能性を広げることにつながると説明する

・思いつかなければ近くの人に聞いてもよいと声をかける。また、弱みを一度ほかの言葉に変えてから強みにすると、考えやすくなることがあると伝える

	
	10
	STEP 3　★(今日の山場)
【個人】ワーク2・4で挙げた自分の強みを、今後の学校生活でどのように生かしていけそうかを書く(ワーク5)






【ペア】ワーク5の内容を共有する
	
・強みの生かし方が様々あることを知る





・なかなか思いつかない


・学校には様々な場があり、いろいろな場で、強みが生かせることを知る
	
・大学生活でも社会人になってからでも、強みは様々な形で生かせることを伝える。そのため、自分の強みをこれからどのように生かしていくかを考えることが大事であると説明する
・学校には、授業、部活動、学校行事、委員会活動等、様々な場があることを伝える
・強みの生かし方を考えることも大事であるが、自分の強みをつくること、また、もともとある強みをさらに磨き上げることも大事であると話す

	ま
と
め
	5
	【個人】学習の目標を再確認し、振り返りを入力する。入力された内容が授業画面トップページのカードに反映されていることを確認する
	
	



